
城東地区隊長が墨田区墨田幼稚園で防災講話
施
し
た
。

れ
、
自
治
体
の
取
り
組
み
や
自
衛

衛
隊
の
活
動
を
い
つ
も
応
援
し
て
い
る
と
い
う
男
性
か
ら
は
、「
ど
う
し
て

組
み
で
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
か
確

い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

講
話
は
、
災
害
派
遣
に
関
す
る
規
則
や
条
件
、
派
遣
の
概
要
、
自
治
体

特
に
、
都
立
東
白
髭
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
災
害
設
備
に
つ
い
て
は
、

自
衛
隊
の
駐
屯
地
や
基
地
が
所

て
行
く
と
し
て
い
る
。

荒井本部長が東京ガス浜松町本社にて防災講話を実施
本
講
話
は
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ（
東
京
ガ
ス
協
力
企
業
会
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
環
と

特
に
、「
東
日
本
大
震
災
の
災
害
派
遣
の
実
相
」
で
は
、
聴
講
者
の
中
に
は

第
２
部
で
は
、
本
部
長
が
、「
自
衛
隊
の
災
害
救
助
」
と
題
し
、「
自
衛
隊
の

た
。

０
名
に
対
し
て
防
災
講
話
を
実
施
し
た
。

う
東
京
ガ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
依
頼
に
基
づ
き
、
実
施
し
た
も
の
で

験
・
教
訓
と
今
後
の
減
災
へ
の
取
り
組
み
」
の
講
演
が
実
施
さ
れ
た
。

災
害
時
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
ガ
ス
）
の
復
旧
活
動
に
携
わ
る
方
も
多
数
み
ら
れ
、

ガ
ス
浜
松
町
本
社
に
お
い
て
東
京
ガ
ス
社
員
及
び
関
連
企
業
の
社
員
等
約
３
０

あ
る
。

し
て
、
テ
レ
ビ
で
は
伝
え
き
れ
な
い
自
衛
隊
の
活
動
を
詳
し
く
知
り
た
い
と
い

第
１
部
で
は
、
東
北
大
学
教
授　

今
村
文
彦
氏
に
よ
る
「
東
日
本
震
災
の
経

任
務
」、「
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
」、「
災
害
派
遣
の
実
相
」
等
に
つ
い
て
講
話
し

興
味
深
く
聴
講
し
て
い
る
様

に
よ
る
災
害
が
起
こ
る
前
の

聴
講
者
か
ら
は
、「
台
風
等

５
日
（
金
）、
東
京
都
墨
田
区
墨
田
幼
稚
園
で
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
「
勉
強

会
」
に
お
い
て
、
園
児
の
父
兄
等
約
１
０
０
名
に
対
し
て
防
災
講
話
を
実

等
の
災
害
に
対
す
る
準
備
器
材
等
に
つ
い
て
、
隊
長
の
経
験
や
体
験
を
元

に
し
た
具
体
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
わ
か
り
や
す
い
説
明
と
な
っ
て
い
た
。

「
近
隣
に
生
活
し
て
、
い
つ
も
目
に
す
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
が
、
も
し
も

の
時
に
役
に
立
つ
も
の
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
い
う
感
想
や
、
自

い
つ
も
自
衛
隊
が
最
初
に
災
害
派
遣
に
出
る
の
か
、
災
害
派
遣
が
ど
う
仕

認
で
き
た
。」
等
の
感
想
が
聞
か

隊
の
災
害
派
遣
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
で
そ
の
存
在
を
周
知

し
て
今
後
も
広
報
活
動
を
実
施
し

東
京
地
本
本
部
長　

荒
井
正
芳
陸
将
補
は
、
平
成
30
年
10

17
月

日
、
東
京

部
隊
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

情
報
収
集
、
連
絡
態
勢
及
び

問
が
あ
り
、
防
衛
省
・
自
衛

い
ま
す
か
」
等
、
多
数
の
質

心
の
高
さ
が
見
て
取
れ
た
。

隊
の
災
害
派
遣
活
動
へ
の
関

々
な
機
会
を
活
用
し
、
自
衛

東
京
地
本
は
、
今
後
も
様

る
と
も
に
、
防
衛
省
の
理
解

隊
の
活
動
を
積
極
的
に
伝
え

の
拡
大
に
努
め
て
い
く
と
し

て
い
る
。

子
で
あ
っ
た
。

東
京
地
本
城
東
地
区
隊
（
隊
長
３
等
陸
佐　

河
北　

秀
一
郎
）
は
、10
月

在
し
な
い
城
東
地
区
隊
で
は
、
自

衛
隊
の
活
動
を
た
く
さ
ん
知
っ
て

し
、
更
に
身
近
な
自
衛
隊
を
目
指


